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＜連絡事項＞

・緊急連絡網を回します。

・病棟で食事を摂った方のお膳はすぐに片付けるようにしましょう。
＜田名部Ｄｒ診察状況＞

・金田　光希様～状態落ち着いてきているため、アーテン(2)2Ｔ→(2)1Ｔへ減量になりました。
・高橋　義明様～ECGで除脈みられたため3×ndEのリスペリドンOD(1)3Ｔが中止。1×Vdsのバチール(200)1Ｔが中止→チミペロン(3)1Ｔが追加処方となりました。除脈についてはVS×1で実施し経過の観察をしていく事になりました。
・袴田　将志様～リスペリドンの服薬方法が変更になりました。臨時処方のリスペリドン(1)2Ｔ　2×朝夕→次回より定期処方になり(2)2×朝夕へ、vdsのリスペリドン(2)2Ｔ→(2)1Ｔへ変更となりました。
・大久保　友美様～外泊時に持参された市販薬(風邪薬)は本人持ちで服薬可です。
・堰合　健様～1/4～6日外泊許可が出ました。仕事の面接は6日15:30～受け

て帰院予定となりました。
＜皮膚科診察状況＞

・佐々木　睦子様～乳房下・腋窩に発赤、掻痒感ありエキザルベが処方となりました。タベジール　2Ｔ　2×朝夕が14日分処方となりました。

・沢田　秋子様～全身に痒み、軽度乾燥ありヘパリン類似物質油性クリーム、
タベジール2Ｔ　2×朝夕14日分が処方となりました。主治医へタベジール服薬確認し許可出ています。

・櫻川　貞二様～デルモゾールDP軟膏、タベジール2Ｔ　2×朝夕14日分処方
となっています。退院後に症状持続するようであれば皮膚科受診するよう説明されている。

・小笠原　文人様～頭部の皮膚状態は改善してきているため、デルモゾーDPローションなくなり次第処置終了となりました。

・清水　徹様～タベジール2Ｔ　2×朝夕14日分処方となりました。

＜入院患者様情報＞

豊川　登美枝　様(６４)　
診断名：気分障害

入院形態：任意入院

入院期間：1ヶ月程度の予定

入院計画：心身の休養をとり、必要に応じて薬剤調整をしていく

食事：常食(軽食)、朝ロールパン

処方：臨時薬9日分、頭痛時のロキソプロフェン(60)10回分処方

入院時の様子：「焦燥感はない。一人になりたい。リハプロだけは参加したい」など話される。オリエンテーションは理解良好。
